
自
分
の
暮
ら
す
集
落
や

地
域
を
見
渡
し
て
、
高
齢

化
を
実
感
し
て
い
る
方
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
以
前

と
比
べ
、
若
い
人
の
姿
を

見
か
け
な
い
、
寄
り
合
い

が
減
っ
た
、
お
祭
り
が
な

く
な
っ
た
、
人
の
交
流
が

少
な
く
な
っ
た
、
ほ
と
ん

ど
後
継
者
が
い
な
い
・
・
・

そ
ん
な
感
想
を
お
持
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

「
は
て
、
こ
の
先
、
こ
の

集
落
は
大
丈
夫
か
」

漠
然
と
し
た
不
安
を
抱

え
つ
つ
、
具
体
的
な
対
策

の
な
い
ま
ま
毎
日
が
過
ぎ

て
い
る
の
が
現
状
だ
と
思

い
ま
す
。

「
限
界
集
落
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

集
落
の
半
数
を
超
え
、
独

居
老
人
世
帯
が
増
加
し
た

た
め
に
、
社
会
的
共
同
生

活
の
維
持
が
困
難
な
状
態

に
置
か
れ
て
い
る
集
落
」

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
の
高

齢
化
率
（
65
歳
以
上
の
割

合
）
は
平
成
28
年
11
月
現

在
で
約
28
％
。
霞
ケ
浦
地

区
約
34
・
34
％
、
千
代
田

地
区
24
・
33
％
。
市
内
で

65
歳
以
上
の
数
が
半
数
を

超
え
る
地
域
（
大
字
）
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
40

％
を
超
え
る
地
域
は
存
在

し
ま
す
。
恐
ら
く
10
年
以

内
に
は
、
相
当
数
の
地
域

が
限
界
集
落
化
す
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。

住
民
の
多
く
が
独
居
で
、

し
か
も
交
通
弱
者
と
な
っ

た
場
合
、
日
常
の
買
い
物

は
ど
う
な
る
の
か
、
医
療

や
介
護
の
手
は
届
く
の
か
。

空
家
や
耕
作
放
棄
地
が
荒

れ
放
題
に
な
っ
て
、
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
な
い
の

か
、
不
安
は
尽
き
ま
せ
ん
。

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る

今
、
夢
の
あ
る
将
来
像
を

描
く
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
現
実
を
見

据
え
た
具
体
的
な
高
齢
化

対
策
、
限
界
集
落
対
策
を

き
っ
ち
り
と
行
っ
て
、
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
組
織

体
制
の
構
築
で
す
。
現
在

は
、
交
通
は
市
長
公
室
、

介
護
や
医
療
は
保
険
福
祉

部
、
生
き
が
い
づ
く
り
は

生
涯
学
習
課
、
年
金
な
ど

の
手
続
は
市
民
部
が
担
当

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
集
落
の
高
齢
化

問
題
、
過
疎
地
域
の
高
齢

者
の
生
活
支
援
は
、
総
合

的
な
窓
口
が
必
要
で
、
集

落
の
奥
の
奥
ま
で
入
り
込

ん
だ
、
職
員
の
き
め
細
や

か
な
対
応
が
必
須
で
す
。

荒
廃
し
て
か
ら
で
は
遅
い

の
で
す
。
今
す
ぐ
取
り
掛

か
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
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10年後、20年後を見据え

限界集落対策に本腰を！

待ったなし！

今
す
ぐ
、
対
策
に
着
手
を

迫
る
、
限
界
集
落
化 第８号

千代田と出島は鳥の両翼 心合わせて羽ばたこう！

『つばさ通信』の紙名は、かすみがうら市が鳥の翼の形をしてい
ることに由来しています。翼に偏りがあっては飛べません。千代
田と出島の両地域が心ひとつに、全市一丸となって大空を羽ばた
いてこそ、明るい未来が切り拓かれていくと確信するのです。

平
成
28
年
第
四
回
か
す
み
が

う
ら
市
議
会
定
例
会
は
、
12
月

22
日
に
終
了
ま
し
た
。
私
は
一

般
質
問
で
、
高
齢
化
と
人
口
減

少
が
進
む
集
落
の
将
来
に
つ
い

て
質
問
を
し
、
一
刻
も
早
く
対

策
に
取
り
組
む
よ
う
提
言
し
ま

し
た
。
10
年
後
、
20
年
後
に
、

私
た
ち
の
集
落
に
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
か
ら

本
腰
を
入
れ
て
備
え
る
べ
き
だ

と
思
う
の
で
す
。

安心して住み続けられる街づくり

12
月
議
会
で
公
共
施
設
の
使
用
料
改
定
の
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
千
代
田
・

霞
ケ
浦
両
地
区
の
料
金
の
不
均
衡
を
是
正
し
、

受
益
者
負
担
の
原
則
を
進
め
る
も
の
で
、
利
用

料
が
上
が
る
施
設
も
下
が
る
施
設
も
あ
り
、
ま

た
、
働
く
女
性
の
家
や
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
な

ど
の
無
料
施
設
は
有
料
化
と
な
る
も
の
で
す
。

4
月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
初
こ
の
改
定
案
に
対
し
て
、
利
用
者
か
ら

反
対
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
議
会
に
も
値
上

げ
反
対
の
請
願
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
皆

さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
を
受
け
市
で
は
、
市
が
定
め
る
条
件
を

満
た
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
料
金
（
無
料
含
む
）

と
同
等
で
使
用
で
き
る
減
免
規
定
を
設
け
、
議

案
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
減
免
を
受
け
る
に
は
、
団
体

規
約
、
会
員
名
簿
、
活
動
実
績
書
、
会
計
決
算

書
な
ど
の
提
出
が
必
要
と
な
り
、
月
1
回
以
上

の
活
動
も
条
件
で
、
特
に
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
に

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
内
容
で
す
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
な
い

人
は
、
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
憲
法
の

保
障
す
る
「
集
会
の
自
由
」
の
確
保
や
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
。

今
後
は
、
手
続
き
を
で
き
る
だ
け
簡
素
化
す

る
こ
と
、
対
象
者
の
枠
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
を

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

働
く
女
性
の
家

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

有
料
化
へ
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